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　平素より東濃実業高等学校PTA活動に
ご理解とご協力を賜り誠にありがとうご
ざいます。令和５年度のPTA会長を務め
させていただきます。不慣れではありま

すが、会員の皆様の信頼と負託にこたえられるように精一杯
頑張っていきます。一年間よろしくお願いします。
　社会活動に大きな影響を及ぼした新型コロナウイルスも
５類感染症へと引き下げられ様々な活動が再開されつつあり
ます。東濃実業高等学校PTAもコロナ前と同様のPTA活動
へと順次移行していくことになります。ただし、コロナ禍の
活動で良かったと思われるものについては残しつつ、新しい
形での活動にしていこうと思っています。早速、例年４月に
行われていたPTA総会をコロナ禍と同様の書面表決にしてお
ります。これについては、書面での表決の方が、PTA総会と
いう会場の場合よりもPTA会員の皆様からの意見が多く頂き
やすいということと、PTA会員の皆様の時間の調整がしやす
いということで継続することとしました。

　また、今年度のPTA総会の書面表決でも決議されました
が、各クラスの学級委員制度を廃止し、行事のたびに参加者
を募ることとなりました。これは、PTA会員の皆様には実際
の活動を応援という形で参加していただき、PTA活動の内容
を知っていただくことによって理解を深めてもらうとともに、
気軽に参加できるPTA活動にすることが目的となっており
ます。
　それとともに今年度は、コロナ前に行われていたあずさ祭
でのバザーを復活させたいと考えております。どのようなや
り方がいいのか、状況を見極めながらになると思いますが、
少しでも生徒たちが笑顔になれるよう令和５年度のPTA役員
で一致団結して進めていきたいと思っています。
　生徒たちが思い出に残る学生生活を送れるようにPTA会員
の皆様、お世話になる先生方、地域の皆様のご協力を得なが
らPTA活動を進めていこうと思います。
　上記の通り今年度よりスタートする制度もあります。皆様
のご協力をお願いします。

輝け　東濃実業生 校長　宮田　慶美

　保護者等の皆様には、日ごろから本校
の教育活動に格別のご理解とご協力を賜
り、また、PTA活動において多大なるご
支援をいただき、厚くお礼申し上げます。

　約３年間に及ぶコロナ禍においては、様々な制限がある中
で学校行事や教育活動を進めてきましたが、５月８日から新
型コロナウイルス感染症が「５類感染症」になり、多くの制
限が緩和されました。今後は、この３年間での経験を活かし、
新たな令和５年度の学校生活を始めていきたいと思います。
　昨年度に引き続き教育目標を「“地域の未来を創出する人
材の育成”他者とのかかわりを通して自己を見つめ、豊かな
人間性を備えるとともに、確かな教養に裏付けされた専門的
知識・技術を有し、地域の未来を見据えて主体的に学び続け
る人材を育成します。」と策定しました。この目標を達成する
ためには、保護者等・生徒・教師の三位一体の共通理解と連
携に基づいた指導が必要となります。学習活動・特別活動・
生徒指導・進路指導等において丁寧で継続した取組を実践し、

一人ひとりの自己実現や進路実現に繋げるよう支援を行って
いきます。
　また、地域や企業との連携学習活動においては、様々な体
験や知識・技能の習得を通して実践力やコミュニケーション
力、想像力を高め、自己の向上と成果に繋がることを期待し
たいと思います。
　今後とも、一層のご理解とご支援を賜りますよう重ねてお
願いいたします。
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東実へようこそ！東実へようこそ！東実へようこそ！東実へようこそ！東実へようこそ！
4月10日、入学式およびPTA入会式を執り行いました。
175名の新入生の皆さん、保護者の皆様、
ご入学おめでとうございます。
これから３年間、東実での高校生活を楽しんでください！



社会見学
令和５年５月２日実施
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１年生：行先は滋賀県長浜市 ２年生：行先は飛騨高山 ３年生：行先はジャズドリーム長島・ナガシマスパーランド
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　私が東濃実業高等学校に入学してから約一か月が経ちました。

はじめは、新しい環境での生活に不安を抱いていましたが、今

は慣れ、とても充実した学校生活を送ることができています。

私は高校三年間で二つのことを遂行したいです。

　一つ目は、勉強です。私は現在、高校卒業後専門学校に進学

したいと考えています。そのために、学校の授業はもちろん、

自主学習にも力を入れていきたいです。

　二つ目は、人との関わりです。私は人とコミュニケーション

をとることが得意ではありません。しかし、自分の将来のこと

を考えると、コミュニケーション力は欠かせません。また、相

手のことを考えて行動することも重要です。そこで、私は言葉

遣いなどの礼儀作法を心がけながら、様々な人と積極的にコミュ

ニケーションを取っていきたいです。

　これら二つのことに力を入れ、将来誰かを支えられる人にな

りたいです。

１年１組　廣瀨　帆香
　

「高校で頑張りたいこと」

　私が東濃実業高校に入学して、もう二か月が経とうとしています。
まだ至らない点が多く毎日が新しい学びの連続です。私は自分の将
来の目標がありません。就職か進学かも曖昧です。そのため、将来
どんな仕事についても幅広く使える知識やスキルを、この東濃実業
高校で身につけたいと考えています。
　私が三年間で身につけたい力は二つあります。一つ目は、何事も
最後までやり切る「継続力」です。私は小学生のときからサッカー
を始め、高校でも続けます。サッカー部では技術向上はもちろんで
すが、挨拶や練習の準備や片付けなど、人として当たり前のことを
当たり前に取り組み、三年間継続することで、人から信頼される人
間になりたいと思います。
　二つ目は、「広い視野をもつ」ことです。担任の先生から「周りを
見て生活しよう」とよく言われます。私はこれがとても大切なこと
だと思いました。お互いのことを考え、尊重しながら生活していく
ことが大切だと思います。そのために私は、困っている人がいたら
手を差し伸べ、声をかけるなどみんなが気持ちよく生活できるよう
に、学校生活を送りたいです。
　私は高校三年間でこれら二つの力を身につけ、社会で活躍できる
人間になって、東濃実業高校を卒業したいと思います。

１年２組　檜山　侑成
　

「将来に向けて」

　私が東濃実業高校で頑張りたいことは三つあります。

　一つ目は、部活動です。私は中学三年生の前期まで、どこの

高校に行きたいか深く考えたことがありませんでした。そんな

時、東濃実業高校野球部の試合を観て「ここで野球がしたい」

と強く思いました。私は甲子園に行きたいです。そのために、

毎日の積み重ねを大切にし、日々精進していきたいです。

　二つ目は、挨拶を大切にすることです。東濃実業高校は「日

本一の挨拶」を目指しているので、先生や地域の方々に毎日気

持ちの良い挨拶をしたいです。挨拶をすることで地域貢献をし、

可児市をどんどん盛り上げていきたいです。

　三つ目は、勉強です。学生の本分は勉強なので、部活動だけ

ではなく勉強にも力を注ぎ、文武両道を徹底したいです。

　高校を卒業するとき、悔いの残らないように一日一日を大切

に生活したいです。

１年３組　渡辺　優一朗
　

「高校で頑張りたいこと」

　中学校生活と高校生活はとても違うものでした。周りには見

たことがない顔ばかりで一か月が経った今でも慣れないことば

かりです。クラスでも一人になるときがありますが、それでも

部活動や休み時間に話しかけてくれる仲間がいるので、高校生

活が楽しくない、と思ったことがありません。

　一か月が経った今、私は「自分から話しかけにいく」という

目標があります。クラスや部活動の仲間はいろいろな場面で関

わってくれて、私はとても嬉しいです。それと同じように話し

かけてくれて嬉しいと思う子だっているはずです。私はそうい

う子に、まずはあいさつなど簡単なことから話しかけ、仲良く

なれるといいなと思っています。

　まだ高校生活に慣れない部分もありますが、クラスの人たち

と仲良くなれるように頑張っていきたいです。

１年４組　箕浦　光里
　

「東濃実業での高校生活」

　私が東濃実業高校に入学して、一か月半経ちました。最初は、

友達ができるか、クラスになじめるのか、授業についていける

のか不安な気持ちでいっぱいでした。しかし今は、多くの仲間

が声をかけてくれたり、授業でわからないところを教えてくれ

たりと良いスタートがきれたと思います。

　私が東濃実業に入学した理由は、保育士という夢を叶えるた

めです。私は、将来子どもとかかわる仕事に就きたいと思って

いるので、短期大学の進学を考えています。そのために私は、

家庭科の科目だけではなくすべての勉強を頑張りたいです。これ

から、一年生の家庭総合、二年生の保育基礎で保育を専門的に

学べると聞いたのでとても楽しみです。

　私は、東濃実業でしっかりと保育のことについて学び、将来

は子どもたちから信用される保育士を目指して、悔いのないよ

うに高校生活を送っていきたいです。

１年５組　広川　美輝
　

「将来のためのスタートダッシュ」

　東濃実業生になって一か月半経った今、多くの友達ができ、毎

日楽しく生活をしています。私は生活デザイン科で学び、部活動

はホッケー部に所属しています。授業の時、クラスの雰囲気が

明るいため、とても学びやすいです。先生方が優しく教えてく

ださるので、授業が楽しいです。部活動は今までやったことの

ないホッケーをやっているので、難しいことなどもたくさんあ

ります。ですが、うまくなれると思うとやる気が出てきます。

分からないことがある時、先輩や顧問の先生が丁寧に教えてく

ださるので、入って良かったと思いました。

　今後は勉強が難しくなり、部活動が忙しくなることも増えて

くると思います。私は色々な事に面倒くさいと思いがちで長続

きしないことがよくありました。ですが、これからは難しい壁

にぶつかっていく時も勉強と部活動を両立して、苦手なことを

少しでも克服できるようにしたいです。そして、将来の夢に向

かって少しずつ近づいていきます。

１年６組　馬場　真珠
　

「両立できる高校生に」

新 入 生 の 言一



　ボート部の三浦大地さん（３年３組）、村山丈一郎さん（２年３組）、陸上競技部の稲熊伶圭さん（３

年２組）、服部七海さん（２年１組）、卓球部女子団体が予選を勝ち抜き、東海高等学校総合体育大会

への出場が決定しました。６月９日に対面で壮行会を開き、PTAからは激励金を贈りました。

輝かしい部活動の記録 令和５年４月～５月

集　合　写　真 ボ　ー　ト　部

卓　　球　　部 陸　上　競　技　部
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